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英語と中英語の境界があるということなのであろうか。
　だがほかの参考書を見ると、この年代自体が曲者であ
ることがわかる。たとえば『オクスフォード英語辞典』
ではランベス説教集をc1775、トリニティ説教集をcl200
として、後者を25年ほどのちの文献であるとしている。
他方、『申英語辞典』では上で触れたように前者を1175
年ごろとしていながら、後者の年代を一応、1225年以前
としながらも1200年以前かと注記して、幅を持たせてい
る。つまり正確なところはよくわからないということ
だ。
　そこで同じテキストを今日に伝えている二つの説教に
注目してみる。この二つはそれぞれ前の校訂者Morris
によって番号が付されていて、それに従うとランベスの
13番、トリニティの26番となるものだ。その説教冒頭の
一節にみられる3つの表現をとりあげる。
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（1）Ure　Iauerd　seinte　Paul，　he5es　larδewen　efter　ure
　　helende　seolfe，　speceδon　pe　halie　pistle　pe　me　ret
　　to　dei　ine　halie　chirche，　and　munegeδeiδer
　　ihadede　and　ileawede　to　godes　worde　and　to
　　weldede，　and　pus　seiδ
（2）Ure　louerd　seinte　Pou1，　hegest　alre　lorδew　after
　　ure　helende　seluen，　specδon　pe　ho1三boc　and
　　mine5eδeiδer　hodede　and　lewede　to　godes　wordes
　　and　to　weldede．
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　本報告では研究の対象を含む二説教集が英語の歴史に
おいてどういう重要性を持っているのか、語彙の観点か
ら簡単に触れてみたい。
　二つの説教集は専門家のあいだではそれぞれ、The
Lαmbeth　Homiltes、　The　Td’initg　Homiltesと呼ばれる。
いずれも古英語と中英語の転換期に成立し、古英語の、
時代的に最後のまとまった文献で、英語史研究ではしば
しば並び称されるものである。寺沢芳雄編の『英語語源
辞典』（研究社、1997年）には“？lateOE　Lαmbeth
Homilies”（OEはOld　English「古英語」の意）が語義の
初出年代として、またH．Kurathほか編r中英語辞典』
（1952～1999年）では“c1175（？OE）”が、それぞれ登場
する。この疑問符は何の意味があるのか。また「中英語
辞典』でトリニティ説教集が現れるときには”a1225
（？a1200）”と年代表記されていて、この“a”（＝ante）
は「以前」の意味だから、「1225年以前もしくは1200年
以前か」となる。ここにはOE（古英語）の文字はない。
そうするとランベス説教集とトリニティ説教集の間に古
　（1）がランベス、（2）がトリニティのものである。下線を
施した3つの語を見ると、まずいずれもseinteと綴ら
れている最初の語は、現代のsaintである。この語は古
英語にも存在したが、古英語の文献では通常、ラテン語
の形式をそのまま用いて、sanctusなどと一c一の入った
形が現れる。中英語以降になって一c一の入らない形がフ
ランス語から借用さ 、現代に至っているのである。
「英語語源辞典』でもlateOEと初出年代の記述がある。
ほかの文献では11世紀末と思われるchartersにseinte
の例が十数例見いだされる。この語はいずれのテキスト
でもフランス系の語形、すなわち中英語期の新しい形が
使われているといっていいであろう。
　次に下線を引いたランベスのpistleを見よう。トリニ
ティではbocという言葉で置き換えられているが、「使
徒書簡」の意味で語頭のe一のない形は古英語からある
ものである。e一のついた形は例外的にオロシウスの
『歴史』の古英語訳（Oros，lii．xi　．144　Eαtl　heorα5e2vinn
αWαcnedonαγest　from」Alexαndres　epistote）の中に現
れるが、これはラテン語からの翻訳ということがあろう。
フランス語形のe一のついたepistleは説教集と同時代の
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Ancrene　WtSseに見られるが、ランベス、トリニティの
両説教集には出てこない。e一のない形はrオクスフォ
ード英語辞典』によれば16世紀までよく見られるような
のでe一ない形が出ているからといってそれが古い語形
とは言えないが、新しいものでもない。また、新しい、
古いと言うことではなく、ランベスではこのpistleを用
いてその直後にpe　me　ret　to　dei　ine　halie　chirche（「人
が今日、聖なる教会で読む」）という関係節で説明をつ
けていることからして、この語が当時、説教を聴く者に
とって難しい語であったことが推測できる。
　最後に「聖職者と世俗の者たち」を意味するihadede
and・ileawedeというフレーズ。（1）ではこのように接頭辞
i－、すなわち古英語のge一にあたるものがどちらもつい
ているが、（2）では接頭辞のない形が用いられている。こ
の説教の中ではこのフレーズのほかにも、ランベスでは
接頭辞i一がついていてトリニティではついていない語が
8語みられる。現代英語ではすでに廃れてしまっている
この接頭辞を、ランベスの対応箇所ではついけているの
にトリニティでは1語を除いてすべてつけない形が現れ
る。ただし、このileawedeという語の接頭辞のついた
形は、実はランベス以外のどの文献にも見当たらないも
のである。
　このように、ランベス説教集ではすでに廃れ始めてい
た古英語の語彙を不完全ながらも保とうという写字生の
努力が見られるが、トリニティ説教集では古い言葉遣い
を新しいものに換える傾向があることが若干見られる。
同じテキストを記した説教を二組、本研究では校訂し、
古英語から中英語への転換期の英語の諸相を知るこの重
要な資料を提供したい。
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